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資料１ 相談件数の推移は、増加傾向でしょうか、減少傾向でしょうか。
また、相談内容に何か特徴はありますか。（例：〇〇に関する相談が増加している、な
ど。）

各支援センター

相談件数はどの内容も全体的に増加傾向にあります。
特に、医療的ケア児に関する延べ相談数が令和４年度４件、令和５年度62件（いずれも２月
時点）と増加しています。併せて、ニーズ別の分類としても、「健康・医療」に関する延べ
相談数も150件ほど増えています。医療的ケア児等支援法が施行され、関心が高まりつつある
ことが理由かと思われます。
また、他機関からの相談も令和４年度191件、令和５年度314件（いずれも２月時点）と増加
しており、併せて、ニーズ別の分類としても、「家族関係・人間関係」に関する相談が150件
ほど増えています。世帯全体の支援に多機関が関わり連携が進んでいることが理由にあげら
れます。

しゃきょう

春日苑は身体障がいの方が主な対象者となっており、相談件数は月ごとの増減はあれ、おお
むね横ばいです。相談内容としては生活全般の困りごとの相談や支援、様々な書類手続のサ
ポートが変わらず多くを占めています。また障がいの原因となった疾患や年齢により介護保
険対象となり、介護保険への移行などで地域包括支援センターとの関わりが多くあります。

春日苑

かすがいは、主に知的障がいの方からのご相談が多いことに変わりありませんが、精神障が
いの方からの不安に関する相談も増えつつあります。
相談件数に関して、今年度に入り全体的に増加傾向にあります。また、ご案内だけで終わる
スポット的な相談は以前と比べ減っている印象ですが、伴走支援が必要な困難ケースの新規
相談、もともと携わっていたケースの困難化（8050世帯の状況変化、男女関係のもつれ、困
窮など）が多くなっています。

かすがい
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まあるは精神障がい、発達障がいの方たちが主な対象者になっています。
平成７年に精神障害者保健福祉手帳制度が始まって以降、春日井市では平成26年度に療育手
帳所持者数を超え、さらに毎年300人前後増え続けている現状があります。これまで医療しか
繋がっていなかった方々が福祉面の相談に繋がる人も確実に増えていますので、令和５年度
からまあるは委託相談員を２名から３名に増員していただけました。
未だに手帳や自立支援医療を取得していない方も相談場面で多く出会いますし、病気か障が
いかも分からないが生きづらさや不調を感じてご本人や周囲の方が相談に繋がる方も多くみ
え、医療機関への受診に繋がるよう情報提供や関係各所との連携もします。
相談傾向としてはいわゆる8050問題も多いですし、多問題の世帯も多く、乳幼児から高齢者
まで幅広い世帯構成にわたって相談を受けています。また、障害年金申請の相談も、毎月新
規相談が複数入ることが続いており、初診日の特定や治療歴の確認、申立書の作成等に多く
の時間を割いています。

ＪＨＮまある

・計画相談支援が始まり、相談員が付いていくことですでに福祉サービスを利用している保
護者からの相談は減っているように感じる。また、委託の相談件数としては、前年度と比較
するした場合大きな変化はないと感じている。
・資料２-４の報告書にも記載をしていますが、療育（児童発達支援や放課後等デイサービ
ス）の利用に関する相談は、数年前は保護者が療育を利用することに迷ったり、躊躇したり
する内容が多い印象であったが、ここ近年は保護者が療育の利用を前向きに検討し、多数あ
る事業所からどう選び、決めていくといいか、困っている相談が多いように感じている。
・医療的ケア児支援コーディネーターがいるため、医療的ケアに関する相談は増えている。

あっとわん

資料２-１ 相談支援事業所【春日苑】の地域課題に「車椅子不可・ストレッチャー必須の状態で退院許
可が下り、病院が医学的に退院を許可する状況と、在宅で安心して生活できる環境に大きな
ギャップを感じた。」と記載されていますが、この方は現在在宅で安心して生活ができてい
るのでしょうか。

春日苑

このケースでは退院するにあたり、在宅での生活が難しく、本人家族とも施設入所を希望さ
れたため、入所先を調整しました。いったんは障害者支援施設への入所が決まりかけました
が、医療依存度が高いとの判断で白紙に戻り、最終的にナーシングホーム（24時間医療対応
可能な住宅型有料老人ホーム）に入所され、安心して生活されています。

春日苑

服部委員

髙木委員
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三輪委員
（御意見）

資料２-２ （相談の傾向と所感）：かすがい
インターネットを通じて市外の方が春日井市の資源を把握している。逆もあるのでしょう
が、インターネットを利用できる環境にない人が取り残されていく不安があります。

三輪委員
（御意見）

資料２ （地域課題）：まある、しゃきょう
ほとんどの報告に、事業所不足や人手不足といった社会資源の不足があげられています。切
実な問題です。親として何をしたらよいのか、何ができるのかわからなくなってしまいま
す。

服部委員
（御意見）

資料３ 障がい者生活支援センター連絡会の報告の今年度の取り組みで、令和５年11月から協議会会
長の「会長のつぶやき」を掲載しているとの記載がありましたので拝見しました。協議会等
の活動内容がより詳しくわかりました。ホームページもそうですが、お忙しい中このような
取り組みをしてくださり、ありがとうございます。

三輪委員
（御意見）

資料５ 医療的ケア部会
訪問看護ステーションに対して、医療的ケアに興味のある看護師へ医療的ケアに関する手技
の研修やネットワークづくりをしていくことにしています。と報告がありますが、医療的ケ
ア児者への支援が充実していくことを期待しています。

資料６ 運営会議の報告の中で、10月の春育フェアは出席者も多く、とても貴重で有効な活動だと思
います。広報をひろめて今後もぜひ継続してほしいです。（原文のまま）

教育機関へ広報や周知について、良い方法や意見があれば教えていただきたい。 あっとわん

来年度、特別支援学級に在籍の児童の保護者へ周知する方法を、学校教育課に相談します。 事務局

坂田委員
（御意見）
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